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28.3％
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• 休日は，一般車両（自家用車）などが多く停車（59.9％）することで，バス発着の妨げ

になっている。平日は民間施設の送迎バスが多い。

• 休日・平日ともに朝夕の利用が多くなる。

• 15分以上停車している車両は休日で24.2％，平日で28.3％を占め，送迎場の混雑を助長

する要因となっている。

送迎送迎送迎送迎バスバスバスバス乗降場乗降場乗降場乗降場

■送迎バスなど停車時間別利用台数割合（休日） ■送迎バスなど停車時間別利用台数割合（平日）

■送迎バス乗降場の利用車両

（備考）

・観光：観光バス

・学校：学校の送り迎え

・民間：民間施設の送迎

・一般：一般車両（自家用車）

・その他：上記に分類できないもの

一般車両，その他利用 59.9％

延べ利用台数

休日：257台 （一般車両+その他 154台）

平日：194台 （一般車両+その他 60台）
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■送迎バスなど時間帯別利用台数（休日） ■送迎バスなど時間帯別利用台数（平日）

※一般車両，その他利用を除く

※一般車両，その他利用を除く

送迎バスなど利用

調査実施日

休日：2018年（平成30年）7月1日（日）

平日：2018年（平成30年）7月2日（月）

7時から19時まで

24.2％

１ 交通機能の現状
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タクシータクシータクシータクシー乗降場乗降場乗降場乗降場

• 休日，平日ともに，時間当たり平均21台が利用している。

• 一時的に利用者が増加する場合はあるが，休日，平日ともに，タクシー利用待ちの行列

ができることはなく，乗車場に待機するタクシーが不足することもない。

■時間帯別利用台数（休日）
■時間帯別利用台数（平日）

タクシータクシータクシータクシー待機場待機場待機場待機場

• 待機している車両は，休日に比べて平日の方が多く，平均8台，最大17台が待機してい

る。

■時間帯別待機台数（休日） ■時間帯別待機台数（平日）

最も多い

資料編
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• 休日は朝から夕方にかけて徐々に利用台数が増加する傾向にあり，平日は朝夕に利用台

数が多くなる。

• 1分未満停車している車両が全体の約4割を占めているが，15分以上停車している車両が

休日・平日ともに約1割あり，送迎場の混雑を助長する要因となっている。

一般車送迎場一般車送迎場一般車送迎場一般車送迎場

■時間帯別利用台数（休日）

（備考）

・送：送車を目的とした駐車利用

・迎：迎車を目的とした駐車利用

・不明：目的不明な駐車利用のみ

（休憩，時間調整など）

・その他：その他利用を目的とした駐車利用

（商業施設での買い物時駐車利用，トイレ利用など）

・通過：駐停車利用なしの進入車両

（市営駐車場満車時の回避，駐車スペースの空き待ちなど）

■停車時間別利用台数割合（休日）

■停車時間別利用台数割合（平日）■時間帯別利用台数（平日）
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延べ利用台数

休日：1,195台 （通過車両 213台）

平日： 829台 （通過車両 56台）

徐々徐々徐々徐々にににに増加増加増加増加

朝朝朝朝・・・・夕夕夕夕にににに多多多多いいいい

11.7％

13.3％
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• 平日は満車になることはないが，休

日は9：00～20：00にかけて満車状

態となる。

• 入庫待ち台数は，多い時で約7台で

ある。

• 駐車場の利用台数のうち約2割は，

さんすて福山利用の車両である。

市営駐車場市営駐車場市営駐車場市営駐車場

■月利用台数割合

（送迎利用とさんすて福山利用 2017年度（平成29年度））

出典：市営駐車場利用状況データ

満

車

状

態

最も多い

時間帯

■時間帯別入庫待ち台数

＊10分毎の計測値を，時間当たりで平均化している。

■時間帯別利用状況

平日：2017年（平成29年）10月11日（水）

休日：2017年（平成29年）11月5日（日）

出典：福山市駐車場整備地区に係る駐車場需要調査

さんすて福山

利用約2割
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送迎送迎送迎送迎バスバスバスバス乗降機能乗降機能乗降機能乗降機能

整備整備整備整備・・・・管理管理管理管理がががが困難困難困難困難

• 送迎バス乗降場の必要性は高いが，従来どおり市道路側帯に設けた場合，利用車両の

管理が困難であるため，これまでと同様，市道の通行支障が生ずる。

• 広場内に設ける場合，管理ゲートなどで管理する必要があるが，送迎バス（大型バ

ス）の旋回軌跡から現状の送迎バース数の整備も困難である。

■送迎バスバースの収容可否の検討

長時間停車を避けるなど

管理ゲートの設置福山城の外堀・

内堀遺構の保存

バス引き込みスペース

○送迎バススペースだけで北口広場の大部分を占める

○バスのスムーズな旋回ができず，バス停留所や歩道に衝突する

２ 送迎バス乗降機能の検討
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（１）タクシー・まわローズ乗降場

タクシータクシータクシータクシー乗車場乗車場乗車場乗車場

• タクシー乗車場のバース数は，次の式により算出する。

乗車バース数＝ピーク時タクシー乗車客数
★1

×1人当りタクシー乗車所要

時間
★2

/60
※1

＝46（人/時）×10/60（分/人）/60＝0.13 →1バース

★1：休日18時台の乗車人数46（人/時）

★2：10/60（分/人）

• 計算上は1バースで十分であるが，ピーク時の待ち時間の発生を考慮し2バースを確保す

る。

資料編

• タクシー降車場のバース数は，次の式により算出する。

降車バース数＝ピーク時タクシー降車客数
★3

×1人当りタクシー降車所要時間
★4

/60
※1

＝25（人/時）×30/60（分/人）/60＝0.21 →1バース

★3：平日12時台の降車人数25（人/時）

★4：30/60（分/人)

タクシータクシータクシータクシー降車場降車場降車場降車場

• 現在のタクシー待機場の利用状況をみると，ピーク時の待機台数は17台である。

• イベント期間中への対応やバース割付の効率性を考慮し1台追加した18バースとする。

■タクシー乗降場利用人数（休日）
■タクシー乗降場利用人数（平日）

★1

★3

タクシータクシータクシータクシー待機場待機場待機場待機場

• 計算上は1バースで十分であるが，実際には同一グループの利用する複数のタクシー

が到着することが想定されることから3バースを確保する。

※1【発行元：社団法人日本交通計画協会 「駅前広場計画指針」より】

３ 各送迎機能の諸元の検討
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• まわローズの巡回路は，現在2系統あり，北口広場で乗降及び乗り換えが行われて

いる。また，乗務員の休息も北口広場で行われている。

• そこで，2バースの乗降場と1バースの待機場を確保する。

資料編

まわまわまわまわローズローズローズローズ乗降場乗降場乗降場乗降場

送迎場送迎場送迎場送迎場

（２）一般車送迎場・駐車場

• 送迎バス乗降場を一般車両などが送迎利用している現状があるため，これらを一般車

送迎場を利用する車両として調査結果に加算し検討を行う。

• 送迎バース数は，ピーク時の自家用車利用台数と平均停車時間から算出するものであ

るが，短時間停車する送車機能は地上面に設け，長時間停車する迎車機能などは駐車

施設へ設けることから，利用目的別にバース数の検討を行う。

• 送車・迎車・その他利用の目的で停車するものに加えて，目的不明の車両や通過車両

が存在している。

• 通過車両は，各時間帯における利用目的別（送車・迎車・その他利用・目的不明）に

台数按分し加算する。

• 目的不明の車両は，休憩や時間調整の利用と考えられることから送迎台数に含めない。

• 利用目的別（送車・迎車・その他利用）のバース数を，次の考え方で算出し，いずれ

かのバース数の大きい方を採用する。

ａ）ピーク時の自家用車利用台数と平均停車時間からバース数を算出する。

ｂ）各時間帯における自家用車利用台数と平均停車時間からそれぞれのバース数を求

め，そのうち最大となるバース数を算出する。

送車用バース数＝ａ）ピーク時の自家用車利用台数×平均停車時間／60
※1 

＝74（台/時）
★4

×2.3（分）／60＝2.8・・・3バース

＝ｂ）MAX（各時間帯利用台数 ×当該時間帯平均停車時間 ／60）
※1

＝47（台/時）
★5

×4.4（分）／60＝3.4・・・4バース

★4：平日7時台74（台/時），★5：休日8時台47（台/時）

• 送車用バースの4バースに加え車いす使用者用駐車バースの1バースを送車機能へ設ける

ものとする。

■時間帯別利用台数（休日）
■時間帯別利用台数（平日）

※送迎バス乗降場で送迎利用している一般車及びその他車両を，調査結果に加算している。

※通過車両は，各時間帯における利用目的別に台数按分し加算している。

採用
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＜＜＜＜駐車施設駐車施設駐車施設駐車施設バースバースバースバース数数数数＞＞＞＞

• 既存の市営駐車場（49バース）は休日の昼前後に満車となっており，「時間帯別入庫

待ち台数」より，休日の12時台に平均して7台程度の入庫待ちとなっていることから，

56台（49+7台）の駐車バースが必要となる。

• 長時間停車している迎車用バース数及びその他利用バース数（13+6=19）を加える。

• 市営駐車場の利用台数のうち約2割はさんすて福山利用の車両であるため，これを除く

台数を必要駐車バース数とする。

（56（バース）+19（バース））×0.8＝60・・・60バース以上

• 車いす使用者用駐車バースは，次の式により算出する。
※2

全駐車施設数×1/50＝60（バース）× 1/50＝1.2・・・2バース以上

※2【発行元：国土交通省令第114号 「建築物移動等円滑化誘導基準」より】

駐車場駐車場駐車場駐車場

資料編

＜＜＜＜覚書覚書覚書覚書をををを履行履行履行履行したしたしたした場合場合場合場合ののののJRJRJRJR西日本西日本西日本西日本のののの専有面積専有面積専有面積専有面積＞＞＞＞

• 覚書に従い，次のとおり駐車場におけるJR西日本の専有面積を算定する。

〇南口使用部分評価額（c円）＝南口使用部分面積（a㎡）×南口土地評価額（b円

/㎡）
★10

×土地利用制限率（阻害率 24.4％）

〇北口使用部分換算面積（A㎡）＝南口使用部分評価額（c円）÷北口土地評価額

（B円/㎡）
★10

÷土地利用制限率（阻害率 x％）
★11

階層階層階層階層ｎｎｎｎ 効用比率効用比率効用比率効用比率

6階 36.9

5階 40.1

4階 42.8

3階 44.1

2階 61.5

1階 100.0

地下1階 55.7

計 344.2

■階層別効用比率表

★11：北口広場側の土地利用制限率（次の算定式に

より算出）

地下1階，地上5階建で，JR西日本の使用部分

を地上ｎ階と想定

①建物利用に対する阻害率

＝ｎ階効用比率／344.2（効用比率の合

計）×70％

②その他利用に対する阻害率

＝30％×0.5＝0.15

③阻害率（ｘ）

＝ ①建物利用に対する阻害率

＋②その他利用に対する阻害率

★10：南口土地評価額，北口土地評価額：2007年（平成19年）10月1日時点の鑑

定評価で算定する。

• 迎車及びその他利用目的の車両は駐車場に位置付ける。

迎車用バース数 ＝a）88（台/時）
★6

×8.5（分）／60＝12.5・・・ 13バース

＝b）57（台/時）
★7

×12.1（分）／60＝11.5・・・12バース

その他利用バース数 ＝a）20（台/時）
★8

×5.8（分）／60＝1.9・・・ 2バース

＝b）20（台/時）
★9

×16.8（分）／60＝5.6・・・ 6バース

★6：休日18時台88（台/時），★7：休日11時台57（台/時）

★8：休日13時台20（台/時），★9：休日13時台20（台/時）

採用

採用
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４ 官民連携（PPP/PFI）の導入の検討

• 相互無償使用の覚書（P.4）を履行する場合，JR西日本は北口広場の本市が所有する

土地に，本市と共同して立体駐車場を整備し，共同して管理することとなる。

• 本市が所有し管理することとなる立体駐車場の一部分及びその他の北口広場の機能を，

官民連携（PPP/PFI）の効果の最大化の視点から，JR西日本が一括して建設・管理し，

サービスを提供した場合を想定し官民連携（PPP/PFI）の導入の検討を行う。

事業手法 PFI（BTO方式）

事業範囲 設計・建設・維持管理・運営

事業期間 31年

事業類型 サービス購入型

■想定事業スキーム

（参考）事業期間は，大蔵省令第15号（昭和40年3月31日）「減価償却資産の耐用年数等に関する省令 別表1機械及び

装置以外の有形減価償却資産の耐用年数表」の鉄骨製車庫の31年を採用

・PPP（Public Private Partnership）とは，公民が連携して公共サービスの提供を行うスキーム。

・PFI（Private Finance Initiative）とは，公共施設などの設計，建設，維持管理及び運営に，民間の資金とノウハウ

を活用し，公共サービスの提供を民間主導で行うことで，効率的かつ効果的な公共サービスの提供を図る手法。

・BTO（Build Transfer Operate）とは，民間事業者が公共施設などを設計・建設し，施設完成直後に公共側に施設の所

有権を移転し，民間事業者が維持管理・運営などを行う方式。
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• 2018年（平成30年）11月27日にJR西日本岡山支社長から，本基本方針の選択肢の一つと

して提案があった。

• JR案は，南北土地交換し，駅前広場はすべて本市所有地，北口広場はすべてJR西日本所

有地とした上で，北口広場に商業施設，ホテル，福山城を望む展望広場及び本基本方針

に示す送迎機能（P.9）を含む施設を建設するものである。

• 用地処理については，「相互無償使用の覚書（P.4）」に基づくものと，JR案の南北土

地交換を「用地処理の収支」及び「土地の利活用度」について比較評価を行う。

• 配置計画については，PFIを導入し相互無償使用を行う本市計画案3案（F1案～F3案）に，

JR案を加えた計4案の比較評価を行う。各案は，北口広場の各機能のゾーニング（P.9）

及び送迎機能を満足しているため，それ以外の「空間演出」，「機能性」，「概算事業

収支」について比較評価を行う。

• 評価の結果，最高点をつけた「項目数」が最も多い案を北口広場の整備基本方針とする。

５ 北口広場の用地処理と配置計画の検討

26

（１）用地処理比較評価
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• 本市案とJR案の大きな違いは，収益・集客施設の有無であり，これによりにぎわいに

資する玄関口機能などは大きく異なる。

• 本市案の玄関口機能は，自然に人が溜まる「仕掛け」を施した快適な広場空間と，人

の溜まりの中から自然的に発生するイベント，そして，国史跡の福山城天守前広場な

どでは実施が不可能な薪能など季節的なイベントが行える常設ステージが一体となっ

た和の広場で構成する。

• JR案の玄関口機能は，既存のさんすて福山と一体となって機能する商業施設やホテル

及び誰もが利用できる福山城を望む展望広場で構成される。

• 玄関口機能の詳細については，本基本方針，内堀遺構の保存活用の方針及び福山城南

側道路の歩行者優先空間整備に向けた方針を踏まえ，2019年度（平成31年度）以降検

討を行う。

（２）配置計画比較評価（計画の詳細はP.30～41を参照）

資料編
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（３）総合評価結果（「☆」は項目ごとに最高点となった案）

■■■■総合評価結果総合評価結果総合評価結果総合評価結果からからからから，，，，JRJRJRJR案案案案（（（（南北土地交換南北土地交換南北土地交換南北土地交換））））をををを北口広場北口広場北口広場北口広場のののの整備基本方針整備基本方針整備基本方針整備基本方針とするとするとするとする。。。。
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F1案
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F1案
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F2案
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F2案
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F2案
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F3案
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F3案
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JR西日本提案書

・福山市情報公開条例（平成14年条例第2号）に基づき，一部の情報を加工している。
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JR案
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2018年

（平成30年）

6月25日

第6回福山市都市再生協議会 ○福山駅北口広場整備事業について

・基本方針策定にあたっての与条件

・福山城の歴史

2018年

（平成30年）

10月4日

第7回福山市都市再生協議会 ○福山駅北口広場に求められる機能について

・ゾーニング

・送迎機能の諸元

2019年

（平成31年）

1月24日

第3回福山駅前デザイン会議 ○福山駅北口広場整備の考え方について

2019年

（平成31年）

1月25日

第8回福山市都市再生協議会 ○福山駅北口広場整備の考え方について

2019年

（平成31年）

2月1日～3月4日

パブリックコメントの実施 ○市HP，市役所及び支所において案を公表

2019年

（平成31年）

3月末

第9回福山市都市再生協議会 ○パブリックコメントの結果を報告

６ 基本方針策定までの経緯

（専門家や市民などへの意見聴取など）
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○ 福山市都市再生協議会規約

（名称）

第１条 この協議会は，福山市都市再生協議会（以下「協議会」という。）という。

（事務所）

第２条 協議会は，事務所を福山市東桜町３番５号に置く。

（目的）

第３条 協議会は，都市再生特別措置法（平成１４年法律第２２号。以下「法」という。）第１１７条

の規定に基づき，本市における立地適正化計画及びその実施に関し必要な協議を行なうことを目的と

する。

（協議会の会員）

第４条 協議会は，法第１１７条第１項，第２項，第５項及び第６項に規定されている者のうち，別表

１に掲げるもの（以下「会員」という。）をもって組織する。

（届出）

第５条 会員は，その名前及び住所（会員が団体の場合については，その名称，所在地及び代表者の名

前）に変更があったときは，遅滞なく協議会にその旨を届け出なければならない。

（役員の定数及び選任）

第６条 協議会に次の役員を置く。

(1) 会長１名

(2) 副会長１名

(3) 監事２名

２ 前項の役員は，会員の中から総会において選任する。

（役員の職務）

第７条 会長は，会務を総理し，協議会を代表する。

２ 副会長は，会長を補佐し，会長に事故があるときはその職務を代理し，会長が欠けたときはその職

務を行う。

３ 監事は，次に掲げる職務を行う。

(1) 協議会の業務執行及び会計の状況を監査すること。

(2) 前号の監査において不正な事実を発見したときは，これを総会に報告すること。

（役員の任期）

第８条 役員の任期は，２年とする。

２ 辞任又は増員による役員の任期は，前任者又は現任者の残任期間とする。

（総会の種別等）

第９条 協議会の総会は，通常総会及び臨時総会とする。

２ 会長は，総会の議長として議事を整理する。

３ 通常総会は，毎年１回以上開催する。

４ 臨時総会は，次に掲げる場合に開催する。

(1) 会員現在数の２分の１以上から会議の目的たる事項を示した書面により請求があったとき。

(2) 第７条第３項第２号の規定により監事が報告するとき。

(3) その他会長が必要と認めたとき。

（総会の招集）

第１０条 前条第４項第１号の規定により請求があったときは，会長は，その請求のあった日から３０日

以内に総会を招集しなければならない。

資料編

７ 福山市都市再生協議会
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２ 総会の招集は，少なくともその開催の７日前までに，会議の日時，場所，目的及び審議事項を記載

した書面をもって会員に通知しなければならない。

３ 会員（学識経験のある者を除く。）は，あらかじめその指定する者を代理人として総会に出席させ

ることができる。この場合において，代理人が総会に出席したときは，当該会員は，総会に出席した

ものとみなす。

（総会の議決方法等）

第１１条 総会は，会員現在数の過半数の出席がなければ開くことができない。

２ 会員は，総会において，各１個の議決権を有する。

３ 総会においては，前条第２項によりあらかじめ通知された事項についてのみ議決することができる。

ただし，緊急を要する事項については，この限りでない。

４ 総会の議事は，出席者の議決権の過半数をもって決し，可否同数のときは，議長の決するところに

よる。この場合において議長は，議決に加わる権利を有しない。

（総会の権能）

第１２条 総会は，この規約において別に定めるもののほか，次に掲げる事項を議決する。

(1) 事業計画及び収支予算の設定又は変更に関すること。

(2) 事業報告及び収支決算に関すること。

(3) 諸規程の制定及び改廃に関すること。

(4) その他協議会の運営に関する重要な事項

（特別議決事項）

第１３条 次に掲げる事項は，総会において，出席者の議決権の過半数以上の多数による議決を必要と

する。

(1) 協議会規約の変更

(2) 協議会の解散

(3) その他協議会の運営にかかる重要事項

（書面による議事）

第１４条 会長は，やむを得ない理由により協議会を開くことができない場合においては，事案の概要

を記載した書面表決により会議の開催に代えることができる。

(協議結果の尊重義務)

第１５条 総会で協議が整った事項については，会員はその協議結果を尊重しなければならない。

（部会）

第１６条 会長は，特定の事項に関し必要な協議，調整等を行うため，協議会に部会を置くことができ

る。

２ 部会は，第4条の会員の中から，会長が指名するものをもって組織する。

３ 部会に部会長を置き，部会に属する会員（以下「部会員」という。）の互選によりこれを定める。

４ 部会長は，部会を総理し，部会を代表する。

５ 部会は，部会員の過半数の出席がなければ開くことができない。

６ 議事は，出席した部会員の過半数で決し，可否同数のときは，部会長の決するところによる。

７ 部会長は，やむを得ない理由により部会を開くことができない場合においては，事案の概要を記載

した書面表決により部会の開催に代えることができる。

８ 部会員は，あらかじめその指定する者を代理人として部会に出席させることができる。この場合に

おいて，代理人が部会に出席したときは，当該部会員は，部会に出席したものとみなす。

９ 部会長は，必要に応じ部会員以外のものに，部会への出席等必要な協力を依頼することができる。

１０ ２以上の部会に関係する事項については，関係する部会長と合議の上，合同で部会を開くことが

できる。

１１ 合同で開く部会（以下「合同部会」という。）の招集は，関係する部会長の連名で行う。

１２ 合同部会の議長は，関係する部会長のうちから互選する。

資料編
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１３ 部会及び合同部会における成果及び決議は，部会長から協議会に報告し，協議会の承認を受ける。

（事務局）

第１７条 総会の決定に基づき協議会の業務を執行するため，事務局を置く。

２ 事務局は，福山市建設局都市部都市計画課に置く。

３ 協議会は業務の適正な執行のため，事務局長を置く。

４ 事務局長は，福山市建設局都市部都市計画課長とする。

（業務の執行）

第１８条 協議会の業務の執行の方法については，この規約で定めるもののほか，次に掲げる規程によ

る。

(1) 事務処理規程

(2) 財務規程

（書類及び帳簿の備付け）

第１９条 協議会は，第2条の事務所に次に掲げる書類及び帳簿を備え付けておかなければならない。

(1) 協議会規約及び前条各号に掲げる規程

(2) 役員等の名前及び住所を記載した書面

(3) 収入及び支出に関する証拠書類及び帳簿

(4) その他前条各号に掲げる規程に基づく書類及び帳簿

（経費）

第２０条 協議会の経費は，負担金，補助金その他の収入をもって充てる。

２ 協議会の会員の報酬及び費用弁償については，無償とする。

（事業年度）

第２１条 協議会の事業年度は，毎年４月１日に始まり，翌年３月３１日に終わる。

（資金の取扱い）

第２２条 協議会の資金の取扱方法は，財務規程で定める。

（収支予算）

第２３条 協議会の事業計画及び収支予算は，会長が作成し，事業開始前に総会の議決を得なければな

らない。

（監査等）

第２４条 会長は，毎事業年度終了後，次に掲げる書類を作成し，通常総会の開催の日の３０日前まで

に監事に提出して，その監査を受けなければならない。

(1) 事業報告書

(2) 収支計算書

２ 監事は，前項の書類を受領したときは，これを監査し，監査報告書を作成して会長に報告するとと

もに，会長はその監査報告書を総会に提出しなければならない。

（協議会が解散した場合の措置）

第２５条 協議会が解散した場合には，その残余財産は，福山市に帰属するものとする。

（細則）

第２６条 この規約に定めるもののほか，協議会の事務の運営上必要な細則は会長が別に定める。

附 則

１ この規約は，２０１６年（平成２８年）７月１３日から施行する。

２ 第２１条の規定にかかわらず，協議会設立時の事業年度は，２０１６年（平成２８年）７月１３日

から２０１７年（平成２９年）３月３１日までとする。

３ この規約は，２０１７年（平成２９年）９月２２日から施行する。

資料編
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所属団体 役 職 名 前 備 考

各種団体 西日本旅客鉄道株式会社

岡山支社

企画課長 久保 聡志

広島経済同友会福山支部

まちづくり

委員会委員長

西村 啓二

広島県タクシー協会

東部支部

支部長 山田 康文

公益社団法人

広島県宅地建物取引業協会

福山支部

支部長

浅 利 清 監事

公益社団法人

広島県バス協会

渡邉 寛人

一般社団法人 福山市医師会 会長 児玉 雅治

福山市自治会連合会 副会長 藤本 雄三

社会福祉法人

福山市社会福祉協議会

会長 橋本 哲之 監事

福山市社会福祉審議会 委員長 中司 登志美

福山市女性連絡協議会 会長 石川 紀子

福山商工会議所 副会頭 藤井 基博

連合広島福山地域協議会 事務局長 内田 隆士

学識経験

のある者

広島弁護士会福山地区会 弁護士 成 田 学

福山市立大学 教授 岡辺 重雄

福山市立大学 教授 渡邉 一成 会長

福山大学 教授 萩 野 覚 副会長

福山平成大学 教授 福井 正康

関係行政

機関

広島県

健康福祉局医療介護計画課

課長 久保 康行

広島県東部建設事務所 所長 上田 隆博

福山市建設局都市部 部長 神田 量三

○ 福山市都市再生協議会 会員名簿

資料編



福山駅北口広場整備基本方針

発行日：2019年（平成31年）3月

発 行：福山市建設局都市部都市計画課

〒720-8501 福山市東桜町3番5号

TEL 084-928-1092 FAX 084-928-1735

Eメール

ftoshi@city.fukuyama.hiroshima.jp

福山市ホームページ

http://www.city.fukuyama.hiroshima.jp/ 


